
逆止弁付メータパッキンの承認基準 

                           

                              

大阪市水道局 

 （令和２年３月２４日 制定） 

 

 

 水道メータ取付時の二次側に使用する逆止弁付メータパッキンについての承認基準

を次のとおり定める。 

 

 

１．関係法規 

  水道法及び関連法規を遵守していること。 

 

２．性能及び試験方法 

 水道メータ検定満期と共に逆止弁付メータパッキンを取替えるため、取付後８年間

の使用を想定しており、当局のメータ取付標準表の範囲内における使用に対し十分な

強度及び耐久性を有し、水質に悪影響を及ぼさないものであること。 

 性能及び試験方法は、表－１による。なお、圧力損失試験以外は逆止弁付メータパ

ッキンを当局で使用している継手（任意）に設置して行うこと。 

 なお、逆止弁付メータパッキンの各部名称については、附属書１による。 

 

表－１ 性能及び試験方法 

性能項目 性  能 適用試験方法 

耐圧性 

浸出性 

逆流防止性 

平成9年厚生省令第14号「給水装置の構造及び材質の基準

に関する省令」に適合すること。 

JIS S3200 

耐久性 平成9年厚生省令第14号「給水装置の構造及び材質の基準

に関する省令に適合すること。ただし、開閉操作回数は  

30万回とする。 

JIS S3200 

圧力損失 表 -２に示す基準流量において、圧力損失値が呼び径13mm

は30kPa以下、呼び径20～40mmは20kPa以下であること｡ 

圧力損失値は、逆止弁付メータパッキンをメータ用伸縮継

手に設置した状態の値と同パッキンを除いた状態の値との

差とする。 

    表－２ 基準流量    単位L／min 

呼 び 径 13 20 25 30 40 

基準流量 16 38 60 85 150 
 

JWWA B129 

水圧性 １MPaの水圧を急激に加えたとき、漏れ、破損その他異常

がないこと。 

附属書２ 



作動性 弁体の開閉が目視で確認できる透明な継手に接続した状

態で、0.196Mpaに水圧を設定し、弁体が全開になるまで

の挙動を確認したとき、弁体が震えないこと。なお、弁

体が震える場合は、弁体とガイドが面で接触すること。 

－ 

 

３．構造及び形状 

 構造及び形状は、次の条件を満たすものでなければならない。なお、当局で使用し

ている継手及びメータパッキンの寸法は、附属書３による。 

（１）次に示す継手のメータパッキンと置き換えて使用できること。 

  ア）メータ用伸縮継手 

  イ）メータ用フレキシブル継手 

  ウ）ビニル管用メータユニオンナット 

（２）メータ二次側の継手の通水部に収納できること。 

（３）メータパッキン部分とその他の部分が容易に外れないこと。 

（４）メータの計量及び機能に悪影響を及ぼさないこと。 

（５）メータの取付け・取外しに支障がないこと。 

（６）シートパッキンについては、弁座側に設置すること。 

 

４．承認範囲                              

  本承認基準は新規承認と承認拡大について適用する。 

 

 

５．承認時の提出書類 
 

 

逆止弁付メータパッキン承認願 
 承認申請する逆止弁付メータパッキン 

の型式を「様式―１」で提出 

 

 製造事業概要  事業概要を「様式―２」で提出 

 承認申請図  構造図及び詳細図等を提出 

 性能試験成績書 
 第２項性能及び試験方法に基づいた成 

績書を提出 

 

附 則 

１ 令和２年３月２４日より、制定する。 

２ 逆止弁付メータパッキンの承認基準（平成31年４月８日 制定）については、本

承認基準制定日をもって廃止とする。 



（承認審査基準） 
 
 
 

 

提出書類 審    査    内    容 

審      査  

  

 

合 格 不合格 

 製造事業概要 

逆止弁付メータパッキンの製造体制と供 

給体制が安定していること（年間・月間 

製造能力とサービス体制の確認） 

  

 承認申請図 

 承認申請する種別ごとに、構造及び寸法 

等が、第３項 構造及び形状に適合して 

いること（申請図を確認） 

  

 性能試験成績書 

 承認申請する種別ごとに、第２項 性能 

及び試験方法に基づいた性能であること 

 （成績書を確認） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式―１（Ａ４） 

 

                                            令和   年  月  日 

 

   大阪市水道局長   

 

                             住 所 

                             氏 名 

                             名称及び 

                             代表者の氏名 

 

逆 止 弁 付 メ ー タ パ ッ キ ン 承 認 願 

 

     次の逆止弁付メータパッキンについて、承認していただきたく関係書 

類を添えて申請します。 

                                記 

  １  承認申請 逆止弁付メータパッキン 
 
 

   口  径（mm） 型     式 

 

  

  

  

 

  ２  添付書類等 

    １）事業概要〔様式―２〕 

    ２）承認申請図 

    ３）性能試験成績書（性能表付） 

 

 

 

 

 

 代表者 

 

   印 

 



様式―２（Ａ４） 

 製 造 事 業 概 要 
 
 
 １  氏名又は名称 

     所   在   地 

   

 ２  主たる事業所 

     所   在   地 

 

 ３  資 本 金 

   （法人の場合） 

 

 ４  総従業員数                                人 

 （うち逆止弁付メータパッキン従業員数  人） 

 ５ 

 事 

 業 

 の 

 概 

 要 

 (１)主たる事業名 

    主たる製造品名 

 

 (２)現在有する 

     事業届出 
 ※検査工場登録通知書の有無（有・無） 

 (３)最近１年間の 

     製造実績高 
製品名  製品名  

数 量  数 量  

金 額  金 額  

 令和 年 月 日から令和 年 月 日まで 

６  承認申請逆止弁付メータ 

パッキンの月間製造能力 
口径(mm) 型       式 製造個数 

   

  
   

   

   

   

 

 



附属書１ 逆止弁付メータパッキン各部名称 

 

 

①：パッキン

②：弁座

③：シートパッキン

④：胴

⑤：ガイド

⑥：軸受

⑦：弁体

⑧：スプリング

④② ③ ⑦① ⑥

凡例

⑤ ⑧



附属書２ 水圧性能試験 

 

試験方法 

 図－１に示す配管に逆止弁付メータパッキンを取付け、配管内に水を満たし

た状態とする。次にボールバルブを閉め、ポンプにて水圧を加える。その後ボ

ールバルブを開き、供試品に１MPaの水圧を急激に加えたとき、漏れ、破損そ

の他異状がないことを確認する。なお、取付ける逆止弁付メータパッキンは、

通水部からほとんど水が流れない状態で水圧により加わった荷重が下流側弁体

支持部に加わる状態とする。 

 

図－１ 水圧性能試験装置 

 

 

 

 

圧力センサー（２）

供試品

破壊した供試品を受ける網

圧力計

圧力センサー（１）

ボールバルブ

P

 

 

供試品に規定の水圧が加わったことを配管中の圧力センサー（２）にて確認する。 

配管の呼び径は、取付ける逆止弁付メータパッキンの呼び径と同じとする。 

 

 

 

１０ｍ １ｍ ２ｍ 



附属書３ 継手及びメータパッキン 

 

 

継手の寸法                                   

ビニル管用メータユニオンナット概略図 

 

 

 

 

メータパッキンの寸法 

メータパッキン概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ パッキンの材質は、ＳＢＲ、ハイスチレン樹脂使用の合成ゴムとし、加硫成型品

又は平板より打抜いたものとする。 

２ パッキンはオーク色を標準とし、均一な組織で肉厚均等なもので両面は平滑（バ

フ仕上げ）でなければならない。 

３ パッキンはキズ、ヒビ、アワ、ワレ、ス、異物その他使用上有害な欠点があって

はならない。 

４ パッキンは耐摩耗性に富み、水に臭気又は味を与えたり、水に溶解して水質に悪

呼び径  

メータ用  

伸縮継手  

メータ用フレ

キシブル継手  

ビニル管用メータ

ユニオンナット  

Ｄ（内径）  

１３  １３    

２０    ２０  

２５  ２５   ２５  

４０   ４０  ４０  

呼び径 Ｄ ｄ ａ ｃ 

１３ ２３ １７ ３ ３ 

２０ ３０ ２２．５ ３．７５ ３ 

２５ ３６ ２７．５ ４．２５ ４ 

４０ ５３ ４０ ６．５ ４ 

Ｄ

単位 ｍｍ 

単位 ｍｍ 



影響を与えるものであってはならない。 

５ パッキンはＪＩＳ Ｋ ６３５３および日本水道協会制定「水道用ゴム衛生試験方

法」により試験を行った場合、つぎの規定に適合しなければならない。 

◎物理試験 

１．伸 び          ２００％以上 

２．抗張力          ８５ｋｇ／ｃｍ２以上 

３．スプリングカタサ（ＨＳ） ８５°～９０° 

◎衛生試験 

１．濁 度          １％以下 

２．色 度          ５°以下 

３．過マンガン酸カリ消費量  ５ｐｐｍ以下 

４．残留塩素消費量      １．５ｐｐｍ以下 

 

 


